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総合教養学科「総教まちづくりプロジェクト」

　
今
年
度
の
卒
業
論
文
の

テ
ー
マ
に
、『
源
氏
物
語
』

や
『
紫
式
部
集
』『
紫
式
部

日
記
』
を
選
ぶ
学
生
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
大
河
ド

ラ
マ
『
光
る
君
へ
』
の
人

気
が
一
因
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
『
光
る
君
へ
』
は
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
愛
好
者
に
最

適
な
ド
ラ
マ
で
す
。通
常
、

平
安
時
代
の
装
束
は
江
戸

時
代
風
の
着
物
に
ア
レ
ン

ジ
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
本

作
は
違
い
ま
す
。
最
新
の

知
見
に
基
づ
き
忠
実
に
再

現
さ
れ
て
い
ま
す
。
装
束

の
カ
ラ
ー
や
文
様
、
生
地

の
光
沢
に
ぜ
ひ
注
目
し
て

く
だ
さ
い
。
装
束
に
つ
い

て
深
く
学
ぶ
に
は
、
川
村

裕
子
著
『
装
い
の
王
朝
文

化
』
（
角
川
選
書
）
が
適

し
て
い
ま
す
。
ド
ラ
マ
制

作
の
裏
側
に
興
味
が
あ
る

方
に
は
、二
木
謙
一
著『
時

代
劇
と
風
俗
考
証
』
（
吉

川
弘
文
館
）
も
お
す
す
め

し
ま
す
。

　
前
期
に
は
、
北
海
道
立

近
代
美
術
館
で
国
宝
「
鳥

獣
戯
画
」
を
何
度
も
観
覧

し
た
学
生
や
、
成
人
式
の

前
撮
り
で
平
安
装
束
を
体

験
し
た
学
生
が
い
ま
し

た
。
私
た
ち
の
身
の
回
り

に
は
古
典
の
世
界
が
溢
れ

て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
平
安
時
代

の
貴
族
た
ち
は
旧
暦
一
〇

月
一
日
に
「
更
衣
（
こ
ろ

も
が
え
）
」
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
紫
式
部
も
そ
の

日
に
夏
物
か
ら
冬
物
の
装

束
へ
と
衣
替
え
を
し
て
い

た
は
ず
で
す
。
北
海
道
の

冬
は
突
然
訪
れ
ま
す
。
早

め
の
冬
支
度
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　
渡
辺
准
教
授
が
講
師
を

務
め
る
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

を
楽
し
も
う
～
紫
式
部
と

『
源
氏
物
語
』
～
入
門
」

（
全
５
回
）
が

10月
３
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
初
回
日

に
限
り
体
験
Ｏ
Ｋ
で
す
。

お
問
合
せ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー

ま
で
。

地
域

資
源

生
か

し
活

性
化

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

で
新

し
い

発
見

幼児・児童教育学科　今野道裕教授

北海道人形劇協会理事長に

全
国
ま
ち
づ
く
り

カ
レ
ッ
ジ

　
通
称
「
ま
ち
カ

レ
」
と

は

道内各地に人形劇

を広めたい

「伊勢の台所」として発展した河崎エリアのフィ
ールドワークは、国の登録有形文化財でもある伊
勢河崎商人館などを訪れ歴史を学び、これからの
河崎のまちづくりを考えました。明治に生まれた
河崎名物の「エスサイダー」（復刻盤）を飲みま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　今年の大河ドラマは平安時代が舞

台。それにちなみ、「紫式部」にまつわる

あれこれを通じて、平安時代がぐっと

身近に感じられる、そんなコラムを、

３回にわたってお届けします。

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
団
体
発
表
で
は
伝
え
き
れ
な
か
っ

た
情
報
を
、
積
極
的
に
説
明
。
名
刺
交
換
、
他
団
体
の
ポ
ス
タ
ー
を

見
に
行
く
な
ど
、
学
生
同
士
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
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幼児・児童教育学科 草薙恵美子教授

８

発行／国学院大学
　　　　北海道短期大学部
滝川市文京町３－１－１

TEL0125-23-4111 FAX0125-23-5590

広報委員長 今野　道裕ＮＮｅｅｗｗｓｓＮＮｅｅｗｗｓｓCCAATTYYCCAATTYY
ニュース　キャティ

２０２４年９月

第 号

159学学学学学学学学学学学学学報報報報報報報報報報報報報

　学校法人国学院大学の

公式ホームページでは、傘

下各校の行事や取り組み

等を公開しています。　

　左記の二次元コードか

らぜひご覧ください。

　
８
月

19日
～

23日
、
滝

川
市
と
国
学
院
大
学
観
光

ま
ち
づ
く
り
学
部
、
短
大

と
の
連
携
事
業
と
し
て
、

滝
川
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

研
修
を
行
い
、
大
学
か
ら

嵩
和
雄
准
教
授
と
６
名
の

学
生
が
訪
れ
、
グ
ラ
イ
ダ

ー
搭
乗
体
験
、
駅
周
辺
整

備
事
業
に
つ
い
て
の
視
察

や
意
見
交
換
、
江
部
乙
地

区
で
は
地
域
で
活
躍
す
る

方
々
と
交
流
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
学
ア
ウ
ト
ド

ア
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
幼

児
・
児
童
教
育
学
科
田
中

一
徳
教
授
に
よ
る
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
を
考

え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
本

学
の
学
生
も
参
加
し
交
流

し
ま
し
た
。

　
道
内
の
人
形
劇
活
動
を

支
援
す
る
北
海
道
人
形
劇

協
会
の
理
事
長
に
今
野
道

裕
教
授
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
今
野
教
授
は
高
校
時

代
か
ら
人
形
劇
活
動
を
続

け
て
お
り
、
通
算
で
は
６

０
０
公
演
以
上
、
現
在
も

ひ
と
り
人
形
劇
団
「
オ
ホ

ー
ツ
ク
風
雲
ワ
ク
ワ
ク
団

t」
と
し
て
精
力
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
人
形
劇
協
会
は

各
地
で
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
開
催
す
る
な

ど
、
人
形
劇
の
普
及
に
努

め
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
で

す
。
今
野
教
授
自
身
も
勤

務
し
て
い
た
網
走
、
女
満

別
、
名
寄
な
ど
の
各
地
で

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

は

10月

12日
（
土
）
か
ら

３
日
間
、札
幌
市
東
区「
子

ど
も
の
劇
場
や
ま
び
こ

座
」
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
▼
地
域
の
皆
様
や
学
校

を
対
象
に
、
本
学
の
教
員

が
出
向
い
て
講
座
を
行
う

「
出
張
講
座
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
野
教
授
は

人
形
劇
公
演
、
手
作
り
絵

本
、伝
承
遊
び
、簡
単
お
も

ち
ゃ
な
ど
の
講
座
を
行
っ

て
い
ま
す
。
講
師
料
・
道

内
交
通
費
は
、
本
学
が
負

担
し
ま
す
。お
問
合
せ
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

セ
ン
タ
ー
ま
で
。

　
国
際
心
理
科
学
連
合

（
世
界

93カ
国
の
団
体
が

加
盟
）
主
催
の
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ

ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｇ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
ｏ

ｆ
Ｐ
ｓ
ｙ
ｃ
ｈ
ｏ
ｌ
ｏ

ｇ
ｙ
が
プ
ラ
ハ
で
開
催
さ

れ
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
し

ま
し
た
。
本
国
際
会
議
は

１
８
８
９
年
パ
リ
で
の
開

催
を
始
ま
り
と
し
て
、
４

年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
と

い
う
歴
史
あ
る
国
際
学
会

で
す
（
第
二
次
大
戦
中
は

中
止
）
。
実
は
、
４
年
前

も
プ
ラ
ハ
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
た
の
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
１
年
延
期

と
な
り
、
発
表
は
し
ま
し

た
が
リ
モ
ー
ト
発
表
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
際
学
会
参
加
目
的
は

２
つ
で
す
。
科
学
研
究
費

を
使
用
し
て
得
ら
れ
た
研

究
成
果
を
広
く
社
会
（
国

際
的
）
に
発
信
す
る
た
め

（
但
し
、
国
際
学
会
で
発

表
す
る
た
め
に
は
要
旨
を

事
前
に
送
っ
て
審
査
に
受

か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）、

及
び
最
先
端
の
心
理
学
的

知
見
を
得
る
（
又
は
国
際

的
に
著
名
な
研
究
者
の
講

演
を
聞
く
）
た
め
で
す
。

　
発
表
内
容
は
、
子
ど
も

の
発
達
と
環
境
汚
染
（
特

に
金
属
暴
露
）
と
の
関
係

を
み
る
た
め
に
、
２
０
１

１
年
に
開
始
し
た
全
国
の

幼
稚
園
と
保
育
所
で
の
調

査
協
力
家
庭
の
お
子
さ
ん

た
ち
の
内
、追
跡
調
査（
中

学
生
対
象
）
に
再
度
ご
参

加
く
だ
さ
っ
た
方
々
を
対

象
と
し
た
解
析
結
果
で

す
。
ち
な
み
に
発
表
タ
イ

ト
ル
邦
訳
は
「
思
春
期
発

達
と
金
属
暴
露
及
び
栄
養

と
の
縦
断
的
関
係
」
で
し

た
。

　
９
月
４
、
５
日
、
本
年

か
ら
本
格
的
に
始
動
し
て

い
る
総
合
教
養
学
科
「
総

教
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
参
画
し
て
い
る

４
チ
ー
ム
の
学
生
７
名
と

と
も
に
、
三
重
県
伊
勢
市

の
皇
學
館
大
学
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
「
第

29回
全

国
ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ

２
０
２
４
ｉ
ｎ
伊
勢
」
に

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は

10校

34団
体
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
１
日
目
は
、団
体
発
表
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
団
体
発

表
で
は
、
「
総
教
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

各
チ
ー
ム
の
活
動
紹
介
や

活
動
か
ら
見
え
て
き
た
こ

と
な
ど
を
報
告
し
ま
し

た
。
質
疑
応
答
で
は
、
活

動
を
成
功
さ
せ
る
コ
ツ
な

ど
を
問
わ
れ
、
各
チ
ー
ム

の
強
み
を
理
解
で
き
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
「
神
宮

徴
古
館
」
、
「
神
道
博
物

館
」
、
「
古
市
エ
リ
ア
」 、

「
河
崎
エ
リ
ア
」
、
「
五

十
鈴
川
駅
周
辺
」
の
５
つ

の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
設
定
さ

れ
た
テ
ー
マ
か
ら
各
自
参

加
し
た
い
フ
ィ
ー
ル
ド
を

選
び
調
査
を
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
前
日
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
調
査

を
も
と
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
、
解
決
策
を
考

え
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発

表
を
し
ま
し
た
。
参
加
校

の
う
ち
、
短
大
は
本
学
の

み
で
上
級
生
が
多
い
環
境

で
し
た
が
、
本
学
学
生
が

率
先
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
の
成
果
を
代
表
し
て

発
表
す
る
な
ど
、
積
極
性

が
光
り
ま
し
た
。
ま
た
、

普
段
触
れ
る
こ
と
の
な
い

問
題
を
扱
う
こ
と
は
学
生

に
と
っ
て
刺
激
的
な
も
の

で
し
た
。

　
ま
ち
カ
レ
へ
の
参
加

は
、
各
団
体
の
ア
イ
デ
ア

や
知
恵
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
意
義
の
あ
る
も
の

で
す
。
今
後
の
「
総
教
ま

ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
発
展
に
期
待
が
膨

ら
み
ま
す
。
（
総
合
教
養

学
科
助
教
／
寺
嶋
将
）

　
全
国
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
学
生
が
、
お
互
い
の
地
域
で
の
学
生
活
動

を
報
告
し
、
開
催
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
学
生
同
士
が
交
流

し
、
ま
ち
づ
く
り
を
実
際
に
見
て
考
え
る
、
各
大
学
の
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ら
な

る
継
続
と
発
展
を
目
的
と
し
た
全
国
大
会
で
す
。

　
ま
ち
カ
レ
に
参
加
し
、

様
々
な
学
び
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

は
、
伊
勢
神
宮
内
宮
の
最

寄
り
駅
「
五
十
鈴
川
駅
周

辺
」
を
選
び
「
地
域
資
源

を
活
用
し
た
五
十
鈴
川
駅

周
辺
エ
リ
ア
の
活
性
化
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
調

査
し
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
通
し
て
発
見
し
た
開
催

地
が
抱
え
る
問
題
の
解
決

策
を
討
議
し
、
参
加
者
全

員
の
前
で
発
表
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
自
分
の
意
見
を
周
囲

に
訴
え
か
け
る
難
し
さ
も

あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ち
カ

レ
を
通
じ
て
新
し
い
出
会

い
と
挑
戦
が
あ
り
、
一
歩

成
長
し
た
実
感
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内

に
名
刺
交
換
会
が
用
意
さ

れ
て
お
り
、
名
刺
交
換
は

自
己
紹
介
の
ツ
ー
ル
と
し

て
重
要
な
こ
と
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。
名
刺
を
通
じ

て
深
く
話
を
聞
く
こ
と

は
、
新
た
な
発
見
や
共
通

点
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
、
関
係
を
築
く
た
め
の

大
切
な
手
段
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　
残
り
半
年
の
短
大
生
活

で
、
地
域
活
動
に
お
け
る

基
盤
作
り
に
専
念
し
、
次

の
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を

目
標
に
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
（
総
合
教
養
学

科
２
年
／
田
中
翔
子
）

団体発表では、各チームごとの活動報告及び活動していく中で見えてきた
課題、それに対する今後の対策を発表しました。　　　　　　　　　　　

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部

と
の
連
携
・
協
力
事
業

「まちカレ」　in　伊勢に参加

▼草薙恵美子教授

の論文、学会発表

などの業績は、Ｑ

Ｒコードから見る

ことができます　


